
Ⅴ．その他（加盟団体）

24．外科関連学会協議会

座長 田 林 晄 一

平成 23 年度は 12 月 22 日に開催した．
1．厚生労働大臣などに，「看護師特定能力認証制度」の早期法制化と，「第三者機関からなる評価認定機構」
の設立を求める要望書（別添）を提出した．

2．「症例報告を含む医学論文及び学会研究会発表における患者プライバシー保護に関する指針」に，日本
口腔腫瘍学会が新たに賛同した．
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25．日本医学会

評議員 國 土 典 宏

1）評議員会
2012 年 2 月 22 日の第 79 回定例評議員会（於：日本医師会館）は代理で青木琢先生（東京大学）に出席

いただいた．議事は以下の通りである．
1．報告事項として，第 28 回日本医学会終了報告，第 29 回日本医学会総会準備報告，および 2011（平成
23）年度日本医学会年次報告がなされた．

2．協議事項として，2012（平成 24）年度日本医学会事業計画および 2011（平成 23）年度日本医学会加盟
学会の件が協議された．加盟学会については，日本脊椎脊髄病学会，日本緩和医療学会が認められ，加
盟学会は合計で 112 となった．

3．日本医学会会長，副会長，幹事の選挙が行われ，会長に高久史麿氏，副会長に清水孝雄氏（基礎），久
道茂氏（社会），門田守人氏（臨床），臨床の幹事は池田康夫氏が選出された．

26．移植関係学会合同委員会

代表委員 里 見 進

第 30 回合同委員会における議事要旨は以下の通りである．

第 30回議事要旨
日 時：2011 年 9 月 6 日（火）15 : 00～17 : 00
議事
1．臓器移植の現状について
厚生労働省保健局疾病対策課臓器移植対策室より，「移植医療の現状」について現状報告がされた．

2．小腸移植施設認定について
脳死小腸移植適応評価委員会から状況の説明と 4施設の推薦があり承認された．
（旭川医科大学病院，自治医科大学付属病院，国立成育医療研究センター，熊本大学医学部付属病院）

3．肝臓移植実施施設認定について
肝臓移植中央調整委員会から状況の説明と 1施設の推薦があり承認された．
（岩手医科大学付属病院）

4．心肺同時移植実施施設認定について
肺・心肺移植関連学会協議会から状況の説明と 1施設の推薦があり承認された．（東北大学病院）

5．腎臓移植レシピエント適応
これまで腎臓移植のレシピエント登録は「透析導入後またはそれに準ずる者」とされてきたが，今回，
透析導入前の腎不全患者にも適応を拡大することとした．

6．肝臓移植レシピエント適応基準
「劇症肝炎」「肝移植後肝不全」及び「非代償性肝硬変」の重症度評価の基準などを変更した．

7．心臓レシピエント適応基準
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これまでレシピエント適応基準では，「60 歳未満が望ましい」となっていたが，「65 歳未満が望ましい」
へ変更することが発議され，厚生労働省の作業部会で審議中である．

27．臓器移植関連学会協議会

代表委員 上 本 伸 二

第 16 回協議会における議事要旨は以下の通りである．

第 16回議事要旨
日時：2011 年 9 月 10 日（土）13 : 00～16 : 30
場所：東京ステーションコンファレンス 503C，D会議室
議事
下記について検討した．
1．改正臓器移植法施行下での各臓器移植の現状と問題点
2．改正臓器移植法施行下における臓器提供の現状と問題点（救急施設から）
3．臓器提供・移植における麻酔科医の役割と問題点
4．改正臓器移植法施行下における移植臓器のあっせんの現状と問題点

28．公益財団法人日本医療機能評価機構

評価委員 高 見 博

国民の健康と福祉の向上に寄与することを目的とし，中立的・科学的な第三者機関として医療の質の向
上と信頼できる医療の確保に関する事業を行う公益財団法人である．
毎月開催されている病院機能評価事業の評価委員会に参加をしている．審査は基本的な病院の構成，機

能などについてサーベイヤーが調査した資料に基づき審査し，認定証の発行を検討している．
医療法の改正により，広告の規制緩和が承認され日本医療評価機構の認定書を取得したことを広告でき

るようになっている．
現在，病院総数 8,650 施設のうち認定書が発行されたのは 2,452 施設（28.3％）である．（平成 24 年 1 月

6 日現在）
本年 1月 16 日付にて医療安全情報 No. 62 を公表した．
公益財団法人日本医療機能評価機構（http:��jcqhc.or.jp�）
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29．学会認定輸血看護師制度合同委員会

代表委員 矢 永 勝 彦

臨床輸血に精通し，安全な輸血に寄与できる看護師の育成を目的とし，日本輸血細胞治療学会が主体と
なり，日本血液学会，日本麻酔科学会，日本産科婦人科学会，ならびに日本外科学会（2009 年 12 月より参
加）が協力し，日本看護協会が推薦団体となる形で，2009 年 2 月 1 日に学会認定輸血看護師制度が設立さ
れた．
第 1回の資格試験は埼玉医科大学総合医療センターでの研修会翌日の 2010 年 12月 19日（日）に行われ，

申請者 136 名中 134 名が受験し，133 名が合格した．その後の病院研修を経て，最終合格者 133 名に対して
認定証が授与された．
第 1回の資格試験の経験を元に，看護師のための臨床輸血：学会認定・輸血看護師テキストが 2011 年 9

月に中外医学社より発刊された．
第 2回の資格試験は大阪医科大学で研修会翌日の 2011 年 11 月 6 日に実施され，申請者 157 名中 155

名が受験し，154 名が合格した．今後，病院研修を経て，最終合格者を決定し，認定証が授与される予定で
ある．
まだ認定業務を開始して日が浅く，第 2回の資格試験合格者が全員認定されたとしても，まだ 11 県で認

定輸血看護師不在の状況である．今後同資格の取得が進むことで，わが国の臨床の現場での輸血がさらに
安全になることが期待される．
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